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 本研究は次世代養育健康教育プログラム開発を目指し、子どもを望んでいる女性の generativity 影響因子を明










































































































段階）の 15 変数とした。 













































院中の不妊治療中の女性約 400 名、および妊娠 20 週以
降の経産婦 300 名であった。調査期間は 2008 年 7 月 1






































（１）有効回収数：調査票は 6 施設 400 部配布し、有効
回収数：313、回収率：78.3%であった。 
（２）不妊治療中の女性の背景：平均年齢は 36.01±4.59
歳（24-47 歳）、結婚平均年齢は 29.83±4.53 歳（19-44
歳）、配偶者の平均年齢は 37.17±5.46 歳（23-54 歳）で
あった。平均不妊月数は、42.37 月±33.99（0-232 月）
であり、不妊原因別では、女性原因 108 名（34.8%）、男










（１）有効回収数：調査票は 3 施設 300 部配布し、有効
回答数：256、回収率：85.3％であった。 
（２）対象者の背景：平均年齢は 32.50±4.47 歳（20-44
歳）、平均結婚年齢は 26.27 歳±3.69（16-39 歳）であり、
配偶者の平均年齢は 34.55 歳±5.38（20-60 歳）であっ
た。現在の平均妊娠週数は、妊娠 27.41±6.04 週（12-40
週）、妊娠までの平均月数は 11.96±14.83 月（0-84）で















行った。共通性の初期値を 1、固有値 1 以上の因子数は
解釈が最も容易である因子数を採用した。また、因子負 
荷量 4.0 以上の項目を採用した。 
（1）子ども希求の潜在的理由 表１ 





名は第 1 因子 表 1―①～④変数を「親としての愛を注
ぎたい」、第 2 因子 表１⑤－⑩変数を「社会的な責任
を果たしたい」とした。これらの因子は想定されたもの
であり内容的妥当性があること、Cronbach’sα は第１因


















表１ 子ども希求の潜在的理由 10 変数の因子分析 
変数 因子１ 因子２ 共通性
①自分の愛を注ぎたい 0.795 0.211  0.634
②親になりたい 0.626 0.172 0.347
③家族の実感がほしい 0.589 0.314 0.426
④こどもの成長を楽しみたい 0.585 0.119 0.306







⑧子育ては社会的責任である 0.154 0.505 0.292




Cronbach の α 0.769 0.719
寄与率（％） 34.14 12.07   




 変数 因子 因子２ 因子３ 共通性
①両親が希望して
いる 
0.633 0.106 0.204 0.387
②嫁の責任である 0.590 -0.14 0.02 0.500
③友達に子どもが
生まれた 
0.437 0.136 0.15 0.321
④夫が希望してい
る 
0.411 0.11 0.209 0.261
⑤こどもはかわい
い 
-0.03 0.807 0.033 0.261
⑥理屈抜きにほし
い 
0.119 0.522 0.043 0.498
⑦収入が安定した 0.149 0.101 0.755  0.492
⑧住居に余裕がで
きた 
0.185 -0.01 0.520 0.394
Cronbach の α 0.606 0.577 0.591
寄与率（％） 25.26 12.87 10.78   
























































育、養育経験は、表 6 から 4 因子に分類され、因子の命
名は、第 1 因子 表 6－①～④変数「性に関する教育」、
第 2 因子 表 6－⑤～⑦変数「子育ての社会的責任」、第
3 因子 表 6-⑧～⑨変数「養育経験」、第 4 因子 表 6-








表４ 不妊症や治療の考え方の意識 15 変数の因子分析  
 変数 因子 1 因子２ 共通
性
①自由時間がない 0.770 0.138 0.575
②心理的負担がある 0.706 0.337 0.609
③夫婦の時間がない 0.690 0.113 0.409




⑥親である不安がある 0.153 0.871 0.771




Cronbach の α 0.802 0.755 
寄与率（％） 35.21 7.772  
累積寄与率（％） 35.251 43.023  
 変数 因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 共通性
①治療で様々な
経験ができる 
0.685 0.195 0.141 0.049 0.649
②夫婦で健康管
理ができる 
0.678 0.117 0.150 0.030 0.578
③不妊の原因が
わかる 
0.614 0.257 0.000 0.027 0.500
④夫婦の絆がか
たまる 
0.614 0.125 -0.05 0.004 0.378
⑤治療で子ども
が授かる 
0.492 0.356 -0.08 0.043 0.812
⑥子どもを得る
努力が大事 
0.243 0.665 0.015 0.057 0.555
⑦治療して後悔
しない 
0.286 0.615 0.129 0.064 0.479
⑧治療で安心す
る 
0.252 0.526 0.236 -0.100 0.400
⑨子どもがいな
いと寂しい 
0.076 0.446 -0.06 0.126 0.578
⑩子どもに束縛
されない人生 
-0.02 -0.02 0.758 0.091 0.595
⑪母親役割から
の解放である 
-0.07 0.157 0.655 0.053 0.496
⑫夫婦の相互理
解が深まる 
0.283 -0.02 0.608 0.026 0.429
⑬不確定な治療
である 
-0.03 0.029 0.086 0.842 0.687
⑭経済的負担が
大きい 
0.073 -0.04 0.020 0.584 0.379
⑮希望と失望の
繰り返しである
-0.01 0.224 0.059 0.555 0.378
Cronbach のα 0.782 0.68 0.71 0.658
寄与率（％） 23.18 13.29 10.85 7.550   








５）不妊群と経産婦群 2 群間の各因子別比較分析 































































表７ generativity の影響要因 従属変数：generativity 
  β p 値 VIF  
女性の生き方の考え 0.224 0.001 1.192
子育ての社会的責任 0.164 0.001 1.428




不妊治療の意義 0.107 0.030 1.436










 変数 因子１ 因子２ 因子３ 共通性
①大豆製品を摂る 0.748 0.154  －0.221 0.468
②根菜類を摂る 0.715 0.268  －0.443 0.639
③肉･魚を摂る 0.702 0.232  －0.232 0.592
④野菜を摂る 0.681 0.103 0.121 0.498
⑤食事の品目を多く
する 
0.657 0.224 0.055 0.512
⑥乳製品を摂る 0.632 0.041  －0.235 0.468
⑦新しいことに力を
つける 
0.125 0.616  －0.011 0.363
⑧ストレスを貯めな
い 
0.109 0.585 0.045 0.463
⑨人（部下）の世話
をする 
0.119 0.547  －0.503 0.324
⑩社会的なこども養
育をする 
0.049 0.517 0.055 0.358
⑪カップルの親密な
話し合いをする 
0.213 0.510 0.016 0.399
⑫成人病の定期健診
をする 
－0.03 0.443 0.153 0.278
⑬副流煙を受けない 0.177 0.105 0.863 0.768
⑭喫煙しないよう  0.015 0.064 0.607 0.368
⑮飲酒しないよう  0.013 0.014 0.465 0.273
Cronbach のα 0.849 0.713 0.662
寄与率（％） 23.97 10.65 6.558
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変数 因子１  因子 2  因子 3  因子４  因子５ 共通性 
①結婚する意味の教育を受けた 0.813  0.191 0.121 －0.088  0.046  0.644
②女は子を産む存在であるとの教育を受けた 0.717  －0.680 0.170 -0.101 －0.007 0.201
③性行為が妊娠という教育を受けた 0.641  0.055  0.075 0.149 0.129 0.299
④ＳＴＩの予防教育を受けた 0.668  0.023 －0.213 0.224 0.147 0.322
⑤次世代の世話は大事という教育を受けた  0.025 0.756 0.228  0.213 0.126 0.680
⑥社会全体で子ども養育に責任を持つは重要で
ある 
0.101 0.740 0.192  0.245 0.108 0.608
⑦子育ては努力では解決できない  0.094 0.411 0.153  0.094 0.121 0.413
⑧自分の子ども以外の子どもの世話の経験があ
る 
 0.095 0.197 0.754 0.112 0.147 0.604
⑨子どもがかわいいという体験がある  －0.022 0.221 0.566  －0.022 0.127 0.440
⑩親の世代の考え方は大事という経験がある 0.131 0.341 0.449  0.116  0.014 0.334
⑪月経困難症の経験がある 0.057  0.078  －0.01４ 0.746  0.026 0.503
⑫月経前緊張症で辛い体験がある  0.111  0.049  0.087 0.558  －0.026 0.296
⑬活躍する女性を知っている 0.176 0.172  0.038  0.214 0.668 0.193
⑭自分の目標の女性に出会っている 0.102 0.107 0.184  0.063 0.734 0.168
Cronbach の α 0.721 0.704 0.668 0.587 0.711 
寄与率（％） 21.47 11.17 8.49 6.79 12.53 
累積寄与率（％） 21.47 32.64 41.41 47.91 57.21 
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Abstract 
For the general goal of establishing a health-education program for the next generation, this 
research aimed at ascertaining factors that influence generativity of women desirous of offspring. A 
cross-sectional study assessing hypothesized factors was performed on subjects of 313 barren 
women and 256 multi-parity women. A standard construction in accordance with Principle Factor 
Method showed that the awareness of next generation education could be divided into 11 factors. 
In contrast to the multi-parity group, the characteristics of the barren group were revealed, with 
significantly high scores (p<0.01): in regard to subconscious awareness, “desire to express parental 
affection”; to direct motive, “external factors such as the hopes of surrounding people”; to awareness 
in general, “burdens of being a parent” and “disadvantages of treatment of sterility”; to treatment, 
“tranquility of mind”; and in regard to everyday lifestyle, “nutrition and choice of foods” and 
“generativity”. 
A multiple linear regression analysis showed that the influential factors of generativity awareness 
of barren women desirous of offspring were: “idea of lifestyle as a woman”, “nutrition and choice of 
foods”, “significance of treatment of sterility”, “social responsibility of child-rearing”, “contribution 
to fulfill social responsibility”, and “sex education” (R２=0.334（ｐ＜0.01）). 
 
 
 
